
0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

140 

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

1,400 

1,600 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

世
帯
当
た
り

購
入
頻
度

支
出
金
額

(月)

(円)

100世帯当たり

購入頻度19年(右目盛）

支出金額19年

（左目盛）

支出金額20年

（左目盛）

100世帯当たり

購入頻度20年(右目盛）

100世帯当たり

購入頻度21年(右目盛）

支出金額21年

（左目盛）

100

(回)

支出金額（円）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

平 成 19 年 935 656 779 809 964 686 722 1,394 813 829 745 665

平 成 20 年 830 637 808 774 962 595 777 1,256 741 875 813 698

平 成 21 年 763 572 727 632 797 595

100世帯当たり購入頻度（回）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

平 成 19 年 41 28 36 36 37 29 31 55 36 35 33 29

平 成 20 年 40 30 40 35 40 28 32 50 31 35 35 31

平 成 21 年 35 26 35 33 41 30

(注)  「購入頻度」とは，調査世帯が当該項目を家計簿に何回記入したかを示すものであり，必ずしも有料道路を利用した回数を示すものではない。

 

平成 21 年７月 31 日 

総 務 省 統 計 局 
 
 

有料道路料の支出金額及び購入頻度の推移 
 

 
１ ガソリン 
平成 21 年６月は，21 年３月に高速道路料金の引下げが実施されたこともあり，支出金額は

前年同月と同水準となったものの，購入頻度は前年同月に比べ増加となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加参考図表１ 

＜家計調査＞ 



 

 

 

平成 21 年７月 31 日 

総 務 省 統 計 局 

 

家計消費指数の季節調整値（試算値）の推移 

 
 

 図表 家計調査注１）及び家計消費指数注２）の消費支出（季節調整済実質指数） 

・ 内容例示「貸スタジオ・貸ギャラリー」について、使用目的が「明確で特定される場合」

と「不特定で種々の催しなどに利用される場合」の違いは何か。また、「明確で特定され

る場合」に格付けする「それぞれの関連サービスの項目」は何か？ 

音楽スタジオやカラオケスタジオだと、ある程度限定されており、講師などを招いた場

合だと「月謝代」に格付けされるのか。絵画教室の一角で個展を開く場合なども同じ？使

用目的が「明確で特定される場合」とは、家計簿からは読み取れないと思うが。 →変更

はしない。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 平成 

20年 

平成 

21年 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

家計調査 95.7 96.9 95.4 95.9 95.8 97.2 96.3 95.5 95.8 95.6 94.7 96.8 96.5

対前月変化率(％) -1.9 1.3 -1.5 0.5 -0.1 1.5 -0.9 -0.8 0.3 -0.2 -0.9 2.2 -0.3

家計消費指数 96.1 98.6 96.4 96.8 95.5 96.5 95.8 94.1 95.1 96.0 94.3 97.8 -

対前月変化率(％) -1.5 2.6 -2.2 0.4 -1.3 1.0 -0.7 -1.8 1.1 0.9 -1.8 3.7 -

 
                                                  
注１）  季節調整の方法は，センサス局法(X-12-ARIMA Ver.0.3，詳細は「家計調査の結果を見る際のポイントＮｏ．12」

(http://www.stat.go.jp/data/kakei/point/index.htm) を参照してください。) を用いており，うるう年（４年周期），月末の曜日（28

年周期），曜日（７日周期）などの変動の要因を含めています。推定の期間は平成 12 年 1 月～20 年 12 月で，21 年 1 月以降は，

予測（延長）季節指数を使用しています。 

 

注２） 家計消費指数(詳細は「家計消費指数について」のページ(http://www.stat.go.jp/data/gousei/3.htm) を参照してください。) は，

家計調査結果のうち毎月の購入頻度が少なく結果が安定しにくい高額消費部分を，家計消費状況調査の結果で補完した結果を

指数化したもので，これにより家計消費の動向をより安定的に把握することを目的としています。 

注２） ただし，家計消費指数は，家計調査よりも後に公表する家計消費状況調査の結果を使用するため，家計調査の月分の結果を

公表する時点（原則調査月翌月末）では，前月分の結果が最新となります。 

注２） なお，家計消費指数の季節調整済実質指数は試算値であり，季節調整の方法は注１による方法と同じになりますが，推定の期

間は，平成 14 年 1 月～20 年 12 月となります。 
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追加参考図表２ 

＜家計調査＞ 


